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ワークセンターやまもも

ＮＰＯ法人クープ　おおはら

ＮＰＯ法人クープ　工房うさみ

ＮＰＯ法人地域生活・就労サポートセンターすう

①

②

③

④

1 ワークセンターやまもも

作業所に通ってきて、手工芸品やパンづくりに励んでいます。

毎日楽しく頑張っています。

3 ＮＰＯ法人クープ　工房うさみ

「明るく・楽しく・元気よく」をモットーに

箱折り、縫製、陶芸等の作業をしています。

「共生・共働・笑顔」の理念のもと、生活づくり、就労に

向けて「仲よく・楽しく・元気よく」がモットーです。

障がいのある方たちの生活と就労を支える市民の憩いの場

ボランティアの方とともに手芸作業をしていますボランティアの方とともに手芸作業をしています

ボランティアさんと一緒に！ボランティアさんと一緒に！

ボランティア団体「たんぽぽ」と月１回の
楽しいカラオケ教室〜ゆとりの時間です
ボランティア団体「たんぽぽ」と月１回の
楽しいカラオケ教室〜ゆとりの時間です

地産地消の500円ランチ、寒天甘味をご提供中！地産地消の500円ランチ、寒天甘味をご提供中！

2 ＮＰＯ法人クープ　おおはら

4 ＮＰＯ法人地域生活・就労サポートセンターすう



　
平
成
二
一
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
景
気
の
悪
化
に
よ

る
市
民
税
と
評
価
が
え
に
よ
る

固
定
資
産
税
の
減
少
に
よ
っ
て

市
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
中

で
、
本
市
の
健
全
財
政
の
定
着

を
図
る
た
め
、
﹁
健
康
増
進
、

観
光
振
興
、
行
財
政
改
革
﹂の
三

つ
の
Ｋ
と
﹁
伊
東
創
造
﹂の
推
進

の
た
め
の
各
種
施
策
の
展
開
を

念
頭
に
、
サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
の

成
果
を
反
映
さ
せ
た
予
算
編
成

に
当
た
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予

算
規
模
を
二
〇
九
億
八
〇
〇
〇

万
円
と
、
前
年
度
を
一
・
五
％

下
回
る
堅
実
型
の
予
算
と
し
、

そ
の
後
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

特
別
基
金
及
び
緊
急
雇
用
創
出

事
業
に
係
る
専
決
処
分
や
国
の

平
成
二
一
年
度
補
正
予
算
に
盛

り
込
ま
れ
た
臨
時
交
付
金
等
を

活
用
し
た
本
市
独
自
の
経
済
対

策
等
に
伴
う
増
額
補
正
等
を
行

い
、
最
終
予
算
規
模
を
二
五
一

億
三
一
三
七
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
限
ら

れ
た
財
源
の
有
効
活
用
に
意
を

注
ぎ
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安

心
の
実
現
と
市
内
経
済
の
早
期

安
定
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
自

主
財
源
に
大
き
な
比
重
を
占
め

る
市
税
が
、
予
算
現
額
を
一
・

二
％
上
回
る
決
算
と
な
り
ま
し

た
が
、
対
前
年
度
比
で
は
二
・

九
％
減
少
し
、
依
存
財
源
で
は
、

市
債
が
一
二
・
二
％
、
地
方
譲

与
税
が
六
・
五
％
、
自
動
車
取

得
税
交
付
金
が
四
〇
・
五
％
減

少
し
た
も
の
の
、
地
方
交
付
税

が
二
二
・
七
％
、
国
庫
支
出
金

が
八
〇
・
一
％
、
県
支
出
金
が

一
八
・
二
％
増
加
し
、
決
算
額

は
二
四
七
億
二
八
三
五
万
一
〇

〇
〇
円
で
、
対
前
年
度
比
九
・

九
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
経
常
経
費
に
お

け
る
扶
助
費
が
六
・
三
％
、
公

債
費
が
三
・
四
％
増
加
し
た
も

の
の
、
職
員
の
各
種
手
当
の
見

直
し
や
定
員
の
適
正
化
に
よ
り
、

人
件
費
が
前
年
度
に
比
べ
八
・

三
％
減
少
し
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
で
は
、
普
通
建

設
事
業
費
の
補
助
事
業
費
が
、

南
小
学
校
・
対
島
中
学
校
屋
内

運
動
場
耐
震
補
強
事
業
な
ど
で

対
前
年
度
比
五
一
・
九
％
増
加

し
、
単
独
事
業
費
で
は
、
継
続

事
業
で
あ
る
市
道
富
戸
・
梅
の

木
平
線
改
良
事
業
や
三
の
原
線

交
差
点
改
良
事
業
の
増
額
と
、

消
防
緊
急
通
信
指
令
施
設
整
備

事
業
な
ど
の
新
規
事
業
に
よ
り

前
年
度
を
一
七
・
二
％
上
回
り
、

普
通
建
設
事
業
費
全
体
で
は
、

対
前
年
度
比
で
二
〇
・
九
％
増

加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
経
費
で
は
、
下
水

道
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の

増
加
や
、
医
療
施
設
設
置
基
金

へ
の
積
立
金
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
全
体
で
は
前
年
度
を
八
・

八
％
上
回
り
、
歳
出
決
算
額
は

二
四
一
億
六
六
八
〇
万
九
〇
〇

〇
円
で
、
執
行
率
九
六
・
二
％
、

対
前
年
度
比
一
〇
・
五
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

五
億
六
一
五
四
万
二
〇
〇
〇
円

で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

額
は
、
前
年
度
を
五
・
一
％
下

回
る
四
億
九
〇
一
九
万
二
〇
〇

〇
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
病
院
事
業
会
計
で
は
、
収
益

的
収
支
は
、
収
入
が
三
八
億
一

七
〇
三
万
六
〇
〇
〇
円
、
支
出

が
三
七
億
九
六
八
九
万
二
〇
〇

〇
円
で
、
当
年
度
純
利
益
は
二

〇
一
三
万
四
〇
〇
〇
円
と
な
り

ま
し
た
。
資
本
的
収
支
は
、
収

入
が
二
億
五
〇
〇
二
万
三
〇
〇

〇
円
、
支
出
が
三
億
一
三
三
〇

万
一
〇
〇
〇
円
で
、
収
支
差
し

引
き
六
三
二
七
万
八
〇
〇
〇
円

の
不
足
と
な
り
ま
し
た
が
、
過

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
等

で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
で
は
、
収
益

的
収
支
は
、
収
入
が
一
七
億
二

九
五
六
万
八
〇
〇
〇
円
、
支
出

が
一
五
億
六
七
三
八
万
一
〇
〇

〇
円
で
、
収
支
差
し
引
き
一
億

二
九
〇
八
万
三
〇
〇
〇
円
の
当

年
度
純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
は
、
収
入
が
三
億

八
〇
七
八
万
九
〇
〇
〇
円
、
支

出
が
一
一
億
八
三
一
三
万
四
〇

〇
〇
円
で
、
八
億
二
三
四
万
五

〇
〇
〇
円
の
不
足
と
な
り
ま
し

9月定例会を9月3日から9月29日までの27日間の会期で開会しました。

平成22年9月定例会
平成21年度

一般会計・特別会計・企業会計決算を認定

本
会
議
で

　
行
っ
た
討
論

決算概要を述べる佃市長

決
算
概
要
説
明

決
算
概
要
説
明
︵
要
旨
︶

︵
要
旨
︶

平
成
21
年
度

平
成
21
年
度

決
算
概
要
説
明
︵
要
旨
︶
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︶



た
が
、
当
年
度
分
損
益
勘
定
留

保
資
金
等
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　
本
市
の
財
政
は
、
こ
れ
ま
で
、

財
政
健
全
化
債
や
退
職
手
当
債

の
借
り
入
れ
に
よ
り
黒
字
を
確

保
す
る
と
い
う
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
き
ま
し
た
が
、
人
件
費

を
含
む
す
べ
て
の
事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
﹁
伊
東
再
生
﹂
を

最
重
要
課
題
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

財
政
調
整
基
金
や
医
療
施
設
設

置
基
金
の
確
保
、
起
債
残
高
の

圧
縮
な
ど
、
財
源
確
保
に
一
定

の
前
進
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

健
全
化
判
断
比
率
や
経
常
収
支

比
率
、
実
質
収
支
比
率
な
ど
の

財
政
指
標
か
ら
も
、
確
実
に
健

全
化
の
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る

も
の
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
本
決
算
の
意
義
を
真
摯
に
受

け
と
め
、
﹁
健
康
、
観
光
、
改

革
、
経
済
対
策
、
子
育
て
支
援
、

教
育
、
環
境
、
危
機
管
理
﹂
の

﹁
い
と
う
八
Ｋ
の
発
展
・
充

実
﹂
の
た
め
、
引
き
続
き
、
最

善
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
。

■
伊
東
市
立
保
育
所
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

︽
反
対
︾
日
本
共
産
党
　
　
　

　
伊
東
市
立
富
戸
保
育
園
は
、

完
全
民
営
化
す
る
ま
で
の
二
年

間
の
指
定
管
理
期
間
に
、
市
の

意
向
の
反
映
や
保
育
内
容
の
継

承
を
目
指
し
て
い
た
が
、
平
成

二
二
年
度
の
主
要
ス
タ
ッ
フ
の

異
動
を
見
る
と
、
そ
れ
が
果
た

さ
れ
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
保
育
園
は
今
、
児

童
虐
待
へ
の
対
応
な
ど
も
し
て

お
り
、
単
に
子
供
を
預
か
る
以

上
の
重
要
な
仕
事
が
要
求
さ
れ

て
い
る
中
、
十
分
検
証
し
た
上

で
の
民
営
化
で
あ
る
の
か
も
甚

だ
疑
問
で
あ
る
。

　
ま
た
、
平
成
二
二
年
六
月
に

公
表
さ
れ
た
﹁
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
シ
ス
テ
ム
﹂
構
想
に
よ

る
と
、
国
が
保
育
政
策
を
大
き

く
転
換
し
て
い
く
姿
勢
は
明
ら

か
で
あ
り
、
民
間
保
育
園
へ
の

国
か
ら
の
補
助
金
が
打
ち
切
ら

れ
る
と
し
た
な
ら
、
民
営
化
の

財
政
的
メ
リ
ッ
ト
は
な
く
な
る
。

　
国
の
保
育
に
関
す
る
公
的
責

任
の
後
退
の
動
き
の
中
、
再
度
、

公
立
保
育
園
の
重
要
性
を
見
直

す
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
富
戸

保
育
園
を
公
立
に
戻
す
こ
と
も

視
野
に
入
れ
、
完
全
民
営
化
は

先
延
ば
し
す
べ
き
と
考
え
反
対

す
る
。

■
平
成
二
一
年
度
伊
東
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算

︽
反
対
︾
日
本
共
産
党
　
　
　

　
市
民
税
収
入
は
、
前
年
度
比

一
億
三
七
五
〇
万
円
減
と
落
ち

込
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
市
内
経

済
の
厳
し
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
。
市
民
生
活
を
守
る
た
め
、

ふ
る
さ
と
・
緊
急
雇
用
対
策
、

湯
め
ク
ー
ポ
ン
、
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
事
業
等
の
経
済
活
性
化
対

策
や
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

へ
の
早
急
な
対
応
は
評
価
す
る
。

　
し
か
し
、
駅
前
整
備
計
画
、

今
後
十
年
間
の
総
合
計
画
策
定

事
業
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
任

せ
で
は
な
く
、
市
内
を
把
握
し

て
い
る
職
員
が
市
民
と
論
議
す

る
必
要
が
あ
る
。
厳
し
い
生
活

の
中
で
実
施
さ
れ
た
ご
み
有
料

化
は
問
題
で
あ
る
が
、
真
の
循

環
型
社
会
を
目
指
し
、
さ
ら
な

る
減
量
は
市
民
と
の
対
話
が
欠

か
せ
な
い
。
敬
老
事
業
等
、
高

齢
者
の
見
守
り
は
市
民
の
協
力

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民

の
協
力
を
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
仕
事
や
複
雑
化
す
る
仕
事

が
ふ
え
て
い
る
中
で
、
職
員
の

大
幅
削
減
は
問
題
で
あ
る
。

　
毎
年
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
の
整
備

を
行
っ
て
い
る
が
、
要
望
の
高

い
市
街
地
の
案
内
板
整
備
な
ど

を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。
　

　
県
事
業
の
交
通
安
全
指
導
員

負
担
金
、
防
犯
協
会
負
担
金
は

県
の
責
任
に
お
い
て
行
う
べ
き

で
あ
り
、
認
定
に
反
対
す
る
。

︽
賛
成
︾
民
主
党
・
刷
新
の
会

　
初
め
に
、
市
民
参
加
に
よ
る

事
業
仕
分
け
等
に
よ
り
、
改
革

の
成
果
の
一
層
の
向
上
を
望
む
。

　
観
光
施
策
に
つ
い
て
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
は
、
相
手
国
に
係
る

影
響
を
受
け
や
す
い
こ
と
か
ら
、

国
内
に
向
け
た
施
策
が
中
心
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
確
実
な

検
証
と
と
も
に
、
観
光
客
を
対

象
と
し
た
取
り
組
み
を
願
う
。

さ
ら
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に

お
い
て
、
伊
豆
に
お
け
る
統
率

力
に
期
待
す
る
。
な
お
、
観
光

予
算
の
増
額
へ
の
考
慮
を
願
う
。

　
緊
急
経
済
対
策
事
業
に
つ
い

本
会
議
で

本
会
議
で

　
行
っ
た
討
論

　
行
っ
た
討
論

本
会
議
で

　
行
っ
た
討
論
（概要）

市 議 会 だ よ り
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平成21年度　一般会計・特別会計・企業会計決算

歳　　入

決算額（円）

合　　計

一般会計

収入率
（％）

区　分

会計別

下 水 道 事 業 

競 輪 事 業 

国民健康保険事業

土 地 取 得 

老 人 保 健 

霊 園 事 業 

介 護 保 険 事 業 

介護老人保健施設

後期高齢者医療 

24,728,351,338

2,204,626,805

15,084,710,791

10,311,285,650

33,054,879

31,054,489

70,425,856

5,394,929,956

39,356,372

1,375,269,291

59,273,065,427

98.40

96.34

91.82

103.78

99.56

99.99

99.62

96.42

99.89

97.55

97.23

24,166,809,367

2,178,795,775

15,535,849,074

9,761,381,528

33,010,592

22,075,836

70,325,775

5,392,558,570

39,200,128

1,364,397,377

58,564,404,022

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

—

特

別

会

計

審議

結果

歳　　出

執行率
（％）

決算額（円）

決算額（円） 決算額（円）

96.16

95.21

94.57

98.24

99.43

71.08

99.48

96.37

99.49

96.78

96.06

収　　入

収入率
（％）

区　分

会計別

収益勘定

資本勘定

収益勘定

資本勘定

3,817,036,101

250,022,716

1,729,568,180

380,789,200

100.18

98.87

100.73

93.69

3,796,892,281

313,301,342

1,567,381,203

1,183,134,595

企

業

会

計

審議

結果

支　　出

執行率
（％）

99.98

99.05

95.62

98.77

病院事業

水道事業

◎

◎

◎全会一致で認定　○賛成多数で認定



議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

市議会９月定例会で審議した議案等
27件の議案等を審議、可決、認定、採択

平成21年度一般会計歳入歳出決算採決

（報告、質疑のみ）

全会一致
で可決　

賛成多数
で可決　

全会一致
で可決　

市報第３号

市議第９号

市議第10号

市議第11号

市長

市長

市長

市長

平成21年度決算に基づく健全化判断比率

及び資金不足比率の報告について

伊東市国民健康保険条例の一部を改正す

る条例

伊東市立保育所条例の一部を改正する条

例

伊東市消防団員等公務災害補償条例の一

部を改正する条例の一部を改正する条例

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及

び第22条第１項の規定に基づき、①実質赤字比率、②連

結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比率の

「健全化判断比率」の報告及び病院事業会計、水道事業会

計、下水道事業特別会計について⑤「資金不足比率」の報告

本市では①〜⑤いずれも基準値内である。

医療保険制度の安定的運営を図るため、国民健康保険法等

の一部を改正する法律が公布、施行されたことに伴い、法

律の引用条項の条ずれの整理を行うための改正

平成23年４月１日から伊東市立富戸保育園が民間の認可保

育所に移行することに伴い、市立保育所から同園を削るた

めの改正

児童扶養手当法の一部改正に伴い、母子家庭同様、父子家

庭も新たに児童扶養手当の支給対象となったことから、非

常勤消防団員等に年金として支給される損害賠償と父子家

庭に支給される児童扶養手当との調整に係る規定を整備す

るための改正

て
、
受
注
業
者
の
偏
り
は
否
め

ず
、
抜
本
的
な
対
策
を
求
め
る
。

　
ま
た
、
木
造
住
宅
耐
震
補
強

に
係
る
一
層
の
助
成
や
伊
東
駅

周
辺
地
区
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

丁
寧
な
説
明
を
お
願
い
す
る
。

　
次
に
、
伊
東
温
泉
湯
め
ク
ー

ポ
ン
事
業
の
次
回
実
施
に
は
発

売
方
法
の
改
善
、
要
補
強
と
さ

れ
る
学
校
施
設
へ
の
耐
震
化
の

早
期
施
行
を
望
む
。ま
た
、
南
中

生
徒
の
問
題
行
動
に
対
し
、
県

加
配
の
要
請
へ
の
前
向
き
な
姿

勢
は
評
価
す
る
。な
お
、中
学
校

給
食
の
早
期
実
現
を
切
望
す
る
。

　
以
上
の
意
見
を
付
し
て
認
定

に
賛
成
す
る
。

︽
賛
成
︾
公
明
党
　
　
　
　
　

　
昨
年
度
は
、
ガ
ソ
リ
ン
を
初

め
、
諸
物
価
が
次
々
と
値
上
げ

さ
れ
、
加
え
て
、米
国
発
の
金
融

危
機
に
よ
り
、特
に
、中
小
零
細

業
者
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
と

な
っ
た
一
年
で
あ
っ
た
が
、
本

市
に
お
い
て
は
厳
し
い
財
政
状

況
や
地
域
経
済
の
状
況
等
を
背

景
に
、
積
極
的
な
行
政
改
革
に

取
り
組
ま
れ
、さ
ら
に
、ふ
る
さ

と
雇
用
再
生
特
別
基
金
及
び
緊

急
雇
用
創
出
事
業
に
係
る
専
決

処
分
や
、
国
の
臨
時
交
付
金
等

を
活
用
し
た
本
市
独
自
の
経
済

対
策
な
ど
、
効
果
的
な
対
策
を

実
施
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
財

源
の
有
効
活
用
に
意
を
注
ぎ
、

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
実

現
と
市
内
経
済
の
早
期
安
定
に

努
め
ら
れ
た
上
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
補

正
予
算
案
を
今
議
会
に
上
程
さ

れ
た
。
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
。

　
ま
た
、
公
明
党
は
、
市
長
に

対
し
、
﹁
財
政
健
全
化
法
の
視

点
で
新
た
な
伊
東
市
行
財
政
改

革
大
綱
の
策
定
﹂
、
﹁
少
子
高

齢
化
社
会
へ
の
対
策
の
充
実
﹂

な
ど
、
六
項
目
に
つ
い
て
、
そ

の
目
的
と
期
待
で
き
る
効
果
を

提
言
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
実
現
も

し
く
は
着
実
に
前
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
認
定
に
賛
成

す
る
。

︽
賛
成
︾
正
風
・
興
志
会

　
平
成
二
一
年
度
は
、
伊
東
再

生
か
ら
伊
東
創
造
へ
と
目
標
を

高
め
、
職
員
の
各
種
手
当
の
見

直
し
や
サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
、

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
中
で
、

市
民
の
安
全
確
保
と
利
便
性
の

向
上
、
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ

し
、
緊
急
経
済
対
策
な
ど
、
積

極
的
な
施
策
を
展
開
さ
れ
た
こ

と
を
高
く
評
価
す
る
。

　
し
か
し
、
景
気
の
停
滞
が
続

く
中
、
前
年
度
に
比
べ
決
算
規

模
は
大
き
く
な
っ
た
も
の
の
、

歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
収
入

は
減
少
、
扶
助
費
や
公
債
費
は

増
加
し
、
財
政
構
造
の
弾
力
性

は
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

歳
入
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

税
負
担
の
公
平
性
を
堅
持
す
る

こ
と
は
、
行
政
の
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
市
税
等
の
多
額
の
収

入
未
済
額
の
解
消
に
向
け
、
積

極
的
な
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

　
今
後
、
平
成
二
一
年
度
決
算

を
熟
考
し
、
平
成
二
二
年
度
の

事
業
執
行
と
平
成
二
三
年
度
の

予
算
編
成
に
お
い
て
も
﹁
い
と

う
八
Ｋ
﹂
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

活
力
あ
る
地

域
社
会
づ
く

り
へ
の
施
策

と
市
民
福
祉

の
向
上
に
全

力
で
取
り
組

ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
要

望
し
、
認
定

に
賛
成
す
る
。

市 議 会 だ よ り
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議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

市議第12号

市議第13号

市議第14号

市議第15号

市議第16号

市議第17号

市議第18号

市認第５号
〜市認第16号
発議第２号

発議第３号

陳情第５号

陳情第６号

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

議員
６名
議員
６名

伊東市火災予防条例の一部を改正する条例

平成22年度伊東市一般会計補正予算

（第２号）

平成22年度伊東市下水道事業特別会計補

正予算（第１号）

平成22年度伊東市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号）

平成22年度伊東市介護保険事業特別会計

補正予算（第１号）

平成22年度伊東市水道事業会計補正予算

（第１号）

平成22年度伊東市一般会計補正予算

（第３号）

平成21年度伊東市一般会計歳入歳出決算、９特

別会計歳入歳出決算及び２企業会計決算

伊東重度障害者センターの存続と発展を

求める意見書

所得税法第56条の廃止を求める意見書

伊東重度障害者センターの存続と発展を

求める意見書採択を求める陳情

所得税法第56条の廃止を求める意見書提

出を求める陳情

対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具

等の取扱いに関する条例の制定に関する基準を定める省令

及び住宅用防災機器の設置及び維持に関する条例の制定に

関する基準を定める省令の一部を改正する省令の公布に伴

う条項の整理等を行い、あわせて、燃料電池発電設備及び

届け出の必要な火を使用する設備等に関する規定に所要の

改正をするための改正

前年度決算繰越金を財源として財政調整基金、医療施設設

置基金への積み増し、経済対策として小規模修繕工事を施

工する緊急経済雇用対策事業費、緊急雇用創出事業費、住

宅リフォーム振興事業補助金の増額、定員増加に伴うひだ

まり管理運営事業費の増額、福祉基金の取り崩しによる子

宮頸がんワクチン予防接種委託料の追加など、歳入歳出に

５億4,807万2,000円の追加

湯川終末処理場改築工事請負費の増額など、歳入歳出に

1,456万1,000円の追加

一般被保険者療養給付費、高額療養費の増額、前年度の国

県支出金の精算に伴う返還金等の計上など、歳入歳出に４

億4,490万5,000円の追加

前年度の国県支出金及び支払基金交付金の額が確定したこ

とに伴う返還金等の計上など、歳入歳出に1,639万9,000

円の追加

鉛管等取替業務委託料の増額などによる収益的支出2,623

万3,000円の追加、債務負担行為において料金徴収等業務

委託料の減額、水道施設維持管理業務委託料の追加

固定資産税・都市計画税の過大徴収返還のための償還金及

び還付加算金の増額とその財源とする財政調整基金の取り

崩しに伴い、歳入歳出に7,700万円の追加

※各決算の概要は、３ページの各会計決算の表をごらんく

ださい。

内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣、衆議

院議長及び参議院議長に提出

内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、衆議院議長及び参議

院議長に提出

陳情者：国立福祉施設の存続発展を求める会

　　　　伊東重度障害者センター代表委員　

陳情者：伊東民主商工会婦人部　　　部長

全会一致
で可決　
　

全会一致
で可決　

全会一致
で可決　
全会一致
で可決　

全会一致
で可決　

全会一致
で可決　

全会一致
で可決　

全会一致
で可決　
全会一致
で可決　
全会一致
で採択　
全会一致
で採択　

平成21年度各会計決算及び市長の政治姿勢について

（全会派から）６議員が登壇 （登壇順に掲載）

3ページの
各会計決算
の表をごら
　んください。

　
平
成
二
一
年
度
決
算
か
ら
伺

う
。
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別

基
金
事
業
と
し
て
密
漁
防
止
巡

回
業
務
が
行
わ
れ
、
注
意
・
指

導
を
受
け
た
人
や
検
挙
さ
れ
た

人
が
多
数
出
た
。
一
定
の
成
果

が
出
て
い
る
一
方
で
、
﹁
観
光

的
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
な
い
﹂
、

﹁
親
子
連
れ
に
は
教
育
上
よ
く

な
い
﹂
、
﹁
磯
遊
び
客
が
減
り

用
具
が
売
れ
な
い
﹂
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
。

　
伊
東
市
沿
岸
で
は
漁
業
権
が

設
定
さ
れ
て
お
り
、
イ
セ
エ
ビ
、

ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
な
ど
の
採
取

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

県
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
海

岸
に
設
置
さ
れ
た
看
板
に
よ
り

注
意
が
喚
起
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
違
反
者
が
絶
え
ず
、
今
回

の
処
置
と
な
っ
た
が
、
漁
場
を

守
り
な
が
ら
楽
し
く
遊
べ
る
磯

民主党・刷新の会

鈴木克政議員

漁
場
を
守
り
な
が
ら
楽
し
く

遊
べ
る
磯
づ
く
り
に
つ
い
て

石 川 正 代 氏

望月亜矢子 氏

市 議 会 だ よ り

5



理
者
に
よ
る
管
理
運
営
と
す
る

旨
の
条
例
を
議
決
し
た
。

　
保
育
園
の
民
営
化
や
民
間
委

託
化
に
関
し
て
は
、
経
営
論
や

財
政
論
だ
け
で
な
く
、
女
性
の

社
会
進
出
や
核
家
族
化
等
の
進

行
を
踏
ま
え
、
多
面
的
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
時

間
を
か
け
、
十
分
な
説
明
と
、

幅
広
い
議
論
を
行
わ
な
い
と
混

乱
の
原
因
と
な
り
、
全
国
に
は
、

訴
訟
に
発
展
し
た
事
例
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
指
定
管
理
者
に
よ

る
管
理
に
移
行
し
た
富
戸
保
育

園
の
運
営
状
況
や
通
園
者
の
意

見
等
、
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら

移
行
し
た
湯
川
保
育
園
の
運
営

状
況
を
伺
う
。

子
供
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

よ
り
よ
い
保
育
に
向
け
、
協
議

会
を
設
置
、
開
催
し
て
い
る

市
長

　
富
戸
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

公
営
時
の
行
事
等
を
継
承
し
つ

つ
、
民
間
と
し
て
の
特
色
あ
る

保
育
も
実
施
し
て
お
り
、
保
護

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

保
育
内
容
に
つ
い
て
、
八
〇
％

が
﹁
満
足
﹂
、
﹁
お
お
む
ね
満

足
し
て
い
る
﹂
と
の
意
見
を
伺

っ
て
い
る
。
ま
た
、
補
助
金
や

施
設
整
備
の
費
用
等
、
約
九
七

〇
〇
万
円
の
予
算
執
行
で
あ
る
。

　
湯
川
保
育
園
に
つ
い
て
も
、

富
戸
と
同
様
に
、
よ
り
よ
い
保

育
に
向
け
、
子
供
の
こ
と
を
念

頭
に
置
き
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

に
こ
た
え
な
が
ら
、
保
護
者
、

指
定
管
理
者
、
市
に
よ
る
協
議

会
を
毎
月
開
催
し
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
財
政
力
指
数
や
自
主
財
源
比

率
の
低
下
に
つ
い
て

■
市
税
等
の
滞
納
整
理
や
不
納

欠
損
処
分
に
つ
い
て
四
点

■
国
庫
支
出
金
等
が
予
算
現
額

よ
り
下
回
っ
た
理
由

■
不
用
額
と
義
務
的
経
費
の
今

後
の
動
向
に
つ
い
て
三
点

■
清
掃
費
に
つ
い
て
三
点

■
競
輪
事
業
に
つ
い
て
四
点

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
に

移
行
し
た
富
戸
、
湯
川
保
育

園
の
運
営
状
況
等
に
つ
い
て

平成22年度から指定管理者の運営と
なった湯川保育園

正風・興志会

宮　雅薫議員



虐
待
な
ど
に
係
る
家
庭
児
童

相
談
室
は
正
規
職
員
二
人
を
加

え
、
相
談
・
緊
急
保
護
体
制
が

充
実
し
、
虐
待
問
題
等
を
広
く

受
け
と
め
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
の

整
備
等
が
さ
れ
て
き
た
。

　
本
市
で
は
、
子
供
の
命
が
奪

わ
れ
る
虐
待
は
幸
い
生
じ
て
い

な
い
が
、
相
談
内
容
は
深
刻
で

あ
る
。
深
夜
、
緊
急
保
護
が
必

要
で
も
、
県
東
部
は
清
水
町
の

施
設
ま
で
行
く
た
め
、
深
夜
の

対
応
は
難
し
い
。

　
そ
こ
で
、
二
四
時
間
職
員
が

勤
務
し
て
い
る
養
護
施
設
の
川

奈
臨
海
学
園
に
協
力
を
求
め
る

こ
と
や
、
仕
事
柄
携
帯
電
話
で

の
連
絡
が
欠
か
せ
な
い
た
め
、

個
人
所
有
の
も
の
で
な
く
、
市

で
別
途
用
意
す
る
な
ど
、
充
実

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

子
供
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

の
対
策
の
充
実
に
つ
い
て日本共産党

佐藤美音議員

づ
く
り
に
取
り
組
む
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

漁
業
権
に
配
慮
し
た
取
り
組
み

が
必
要

市
長

　
現
在
、
密
漁
に
よ
る
魚
介
類

等
の
被
害
が
増
大
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
漁
協
が
密
漁
防
止
対

策
を
講
じ
て
い
る
。
県
内
で
は

一
部
を
除
き
沿
岸
全
域
に
漁
業

権
が
設
定
さ
れ
、
各
地
域
を
管

轄
す
る
漁
協
に
対
し
、
県
か
ら

免
許
が
交
付
さ
れ
、
漁
業
者
の

生
活
権
が
守
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
観
光
客
や
親
子
連
れ

の
方
に
磯
遊
び
等
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
は
、
漁
業
権

を
侵
害
し
な
い
よ
う
一
定
の
ル

ー
ル
の
も
と
に
遊
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
用
具
の
売

り
上
げ
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
漁
業

権
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
平
成
二
一
年
度
決
算
か
ら
以

下
伺
う

・
本
市
の
財
政
力
に
つ
い
て

・
経
済
対
策
に
係
る
検
証
に

　
つ
い
て

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
事
業

の
成
果
に
つ
い
て

・
市
民
に
よ
る
事
業
評
価
の

実
施
に
つ
い
て

　
保
育
園
の
民
間
委
託
に
関
し
、

本
市
議
会
に
お
い
て
、
﹁
市
立

保
育
園
の
民
間
委
託
を
し
な
い

こ
と
を
求
め
る
請
願
﹂
を
不
採

択
と
し
、
さ
ら
に
、
富
戸
、
湯

川
、
富
士
見
の
三
園
を
指
定
管 密漁防止の警告看板（汐吹公園）

市 議 会 だ よ り
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緊急経済雇用対策事業による樹木伐採修繕

　
市
民
の
声
が
ど
う
反
映
さ
れ

た
か
。
ま
た
、
ほ
か
の
計
画

と
の
整
合
性
は
い
か
が
か

■
職
員
数
の
大
幅
減
少
に
伴
う

弊
害
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

■
高
齢
者
の
見
守
り
を
ど
う
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
か

■
国
保
税
引
き
下
げ
に
つ
い
て

　
二
〇
〇
八
年
九
月
の
リ
ー
マ

ン
ブ
ラ
ザ
ー
ス
の
破
綻
に
よ
る

金
融
危
機
は
、
急
激
な
円
高
に

よ
る
輸
出
企
業
の
収
支
の
悪
化

等
、
経
済
の
下
降
基
調
と
い
う

形
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度
末

に
他
の
地
方
公
共
団
体
に
先
駆

け
て
実
施
し
た
緊
急
経
済
対
策
、

ま
た
、
そ
の
後
に
実
施
さ
れ
た
、

小
規
模
修
繕
工
事
、
公
共
工
事

の
前
倒
し
発
注
等
は
、
大
い
に

評
価
す
る
と
と
も
に
、
称
賛
に

値
す
る
。

　
一
方
で
、
現
在
の
経
済
状
況

を
見
た
場
合
、
さ
ら
な
る
経
済

対
策
を
望
む
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
緊
急
経
済
対
策
及
び
雇

用
対
策
の
検
証
を
行
う
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

各
種
業
界
団
体
な
ど
の
声
も
聞

き
、
切
れ
目
の
な
い
経
済
対
策

事
業
を
実
施
し
た
い

市
長

　
平
成
二
一
年
度
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
済
対
策
事
業
を
実
施

し
、
そ
の
成
果
を
見
き
わ
め
る

に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と

考
え
る
が
、
一
定
の
成
果
は
あ

っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
経
済
対
策
、
雇
用
対

策
と
し
て
は
、
平
成
二
三
年
度

ま
で
は
、
ふ
る
さ
と
雇
用
・
緊

急
雇
用
創
出
事
業
を
引
き
続
き

活
用
す
る
と
と
も
に
、
市
内
経

済
の
状
況
を
私
の
肌
で
感
じ
つ

つ
、
各
種
業
界
団
体
な
ど
の
声

も
聞
き
、
切
れ
目
の
な
い
経
済

対
策
事
業
実
施
を
考
え
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
本
市
の
高
齢
化
の
進
行
、
こ

れ
に
伴
う
本
市
財
政
へ
の
影

響
を
ど
の
よ
う
に
予
測
し
て

い
る
か
問
う

■
本
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の
減

少
傾
向
を
、
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
か
問
う

■
ゴ
ミ
焼
却
炉
建
設
計
画
に
つ

い
て
問
う

・
資
金
計
画
に
つ
い
て

・
新
焼
却
炉
設
置
に
伴
う
ゴ

ミ
の
分
別
方
式
の
変
化
に

つ
い
て

・
新
焼
却
炉
で
の
熱
の
利
用

に
つ
い
て

緊
急
経
済
対
策
及
び
雇
用
対

策
の
検
証
及
び
今
後
の
さ
ら

な
る
対
応
に
つ
い
て

東
部
児
童
相
談
所
を
初
め
関
係

機
関
と
連
携
し
、
虐
待
防
止
対

応
策
の
充
実
を
図
る

市
長

　
平
成
二
一
年
度
に
、
保
護
を

要
す
る
児
童
と
そ
の
家
族
へ
の

支
援
機
関
と
緊
密
か
つ
有
機
的

な
連
携
を
図
る
た
め
、
﹁
伊
東

市
子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
﹂
を
創
設
し
た
。

　
家
庭
児
童
相
談
室
へ
の
相
談

は
多
く
、
一
時
保
護
し
た
ケ
ー

ス
は
二
一
件
と
前
年
度
よ
り
一

三
件
増
加
し
て
お
り
、
今
年
度

は
児
童
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
一

人
増
員
し
、
家
庭
児
童
相
談
員

二
人
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
二
人

の
四
人
体
制
で
対
応
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
東
部
児
童
相
談
所

や
伊
東
市
子
ど
も
を
守
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
、
保
健
師
等

と
連
携
す
る
ほ
か
、
携
帯
電
話

等
の
貸
与
も
含
め
、
虐
待
防
止

対
応
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
子
供
の
貧
困
の
実
態
を
ど
う

と
ら
え
、
ど
う
い
う
手
だ
て

を
講
じ
る
こ
と
で
豊
か
な
子

育
て
環
境
が
提
供
で
き
る
か

■
第
四
次
総
合
計
画
諮
問
案
に

オレンジリボンには
子供虐待を防止するという

メッセージが込められています

　
観
光
地
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
脚
光
を
浴
び
始
め
て
い

る
医
療
と
観
光
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
た
﹁
医
観
連
携
シ
ス
テ
ム
﹂

に
つ
い
て
、
伊
東
市
は
一
歩
リ

ー
ド
し
た
施
策
を
実
施
し
て
お

り
、
時
代
の
先
駆
け
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
評
価
す
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
伊
東
市
の

真
の
魅
力
が
温
泉
を
有
す
る
観

光
地
で
あ
る
こ
と
が
徐
々
に
薄

れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
日
本

有
数
の
湯
量
を
誇
る
伊
東
温
泉

の
玄
関
先
で
あ
る
駅
周
辺
に
温

泉
情
緒
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
、

ま
た
、
リ
ウ
マ
チ
治
療
に
関
し

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
歴

史
的
事
実
と
し
て
温
泉
治
療
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

﹁
医
観
連
携
シ
ス
テ
ム
﹂
に
天

然
温
泉
を
い
か
に
活
用
し
て
い

﹁
医
観
連
携
シ
ス
テ
ム
﹂
に

本
市
の
天
然
温
泉
を
い
か
に

活
用
し
て
い
く
の
か
伺
う

輝21

稲葉富士憲議員

清峰クラブ

佐々木　清議員
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児
童
虐
待
防
止
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

公明党

楠田一男議員 建設が待たれる新市民病院

く
の
か
伺
う
。

国
内
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
圏

の
富
裕
層
に
も
発
信
し
て
い
き

た
い

市
長

　
新
市
民
病
院
の
建
設
に
伴
い
、

健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
診
断
機

能
整
備
を
図
り
、
豊
富
な
温
泉

や
自
然
等
と
健
康
診
断
を
組
み

合
わ
せ
た
観
光
商
品
の
開
発
に

取
り
組
み
、
国
内
だ
け
で
な
く
、

ア
ジ
ア
圏
の
富
裕
層
に
も
積
極

的
に
医
観
連
携
シ
ス
テ
ム
の
発

信
を
し
て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
平
成
二
一
年
度
決
算
に
つ
い

て
、
以
下
伺
う

・
人
件
費
比
率
の
減
少
に
対

し
、
物
件
費
比
率
の
増
加

に
つ
い
て

・
障
害
者
自
立
支
援
事
業
に

お
け
る
、
身
体
障
害
者
入

浴
サ
ー
ビ
ス
が
半
減
し
た

原
因
に
つ
い
て

■
市
長
の
基
本
的
な
政
治
姿
勢

に
つ
い
て

・
定
住
人
口
の
増
加
策

・
観
光
業
と
農
林
水
産
業
と

の
連
携
強
化
策

・
新
型
情
報
端
末
機
器
の
普

及
に
伴
う
新
手
法
に
よ
る

観
光
情
報
の
発
信
の
検
討

・
新
市
民
病
院
開
院
後
の
病

院
跡
地
の
利
用
計
画

　
昨
今
、
親
に
よ
る
子
供
へ
の

信
じ
難
い
虐
待
事
件
が
後
を
絶

た
な
い
。

　
本
市
の
平
成
二
一
年
度
の
相

談
内
容
は
、
身
体
的
虐
待
一
一

件
、
心
理
的
虐
待
一
〇
件
、
ネ

グ
レ
ク
ト
四
件
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
は
第
三
者
の
通
報

に
よ
る
も
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
母
親
の
育
児
不
安
や

孤
立
が
虐
待
の
温
床
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
生
後
四
カ
月

ま
で
の
乳
児
が
い
る
全
家
庭
を

訪
問
す
る
﹁
こ
ん
に
ち
は
赤
ち

ゃ
ん
事
業
﹂
へ
の
取
り
組
み
状

況
と
、
児
童
虐
待
防
止
に
効
果

を
発
揮
し
て
い
る
保
護
者
向
け

プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
コ
モ
ン
セ
ン

ス
・
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
﹂
に

対
す
る
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

﹁
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・
ペ
ア
レ
ン

テ
ィ
ン
グ
﹂
の
導
入
を
検
討
し

て
い
き
た
い

市
長
　

　
児
童
虐
待
の
相
談
経
路
に
つ

い
て
は
、
医
療
機
関
か
ら
二
件
、

幼
稚
園
、
学
校
関
係
か
ら
四
件
、

近
隣
住
民
か
ら
九
件
、
家
族
か

ら
三
件
、
警
察
や
児
童
相
談
所

か
ら
七
件
、
合
計
二
五

件
と
な
っ
て
い
る
。



﹁
こ
ん
に
ち
は
赤
ち

ゃ
ん
事
業
﹂
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
平
成
二

一
年
度
か
ら
は
、
伊
東

っ
子
誕
生
祝
金
の
支
給

と
あ
わ
せ
て
訪
問
し
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る

情
報
提
供
や
助
言
を
行
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
﹁
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・

ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
﹂
は
、
暴

言
や
暴
力
な
ど
を
使
わ
ず
に
子

供
を
育
て
る
技
術
を
親
に
伝
え

る
こ
と
で
、
虐
待
の
予
防
や
回

復
に
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
、
導
入
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
平
成
二
一
年
度
決
算
に
つ
い

て・
市
税
等
の
延
滞
金
の
軽
減

等
に
つ
い
て

・
高
齢
者
の
所
在
不
明
調
査

に
つ
い
て

・
文
化
財
保
護
に
つ
い
て

■
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

と
し
て
五
点

■
伊
東
市
行
財
政
改
革
大
綱
の

実
施
状
況
に
つ
い
て

◎市議会の仕組み
◎市議会の構成
◎議員名簿
◎歴代議長・副議長一覧
◎委員会委員一覧
◎市政の概要（全編版・抜粋版）
◎定例会・臨時会のお知らせ
◎議会閉会中の活動状況

◎行政視察
◎いとう市議会だより
◎市議会の傍聴を！
◎請願・陳情、決議・意見書とは？
◎市議会図書室のご利用案内
◎市議会の情報公開請求
◎お問い合わせは
◎会議録検索システム

市議会では、市民の皆様に市議会の情報をお届けするため、ホームページを開設しています。
主な内容は次のとおりとなっていますので、ぜひごらんください。

伊東市議会 検索

市 議 会 だ よ り
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南中学校

民主党・刷新の会

四宮和彦議員

正風・興志会

西島　彰議員


﹁
伊
東
市
の
教
育
﹂
に
よ
る

と
、
本
年
度
の
教
員
一
名
に
対

す
る
生
徒
数
は
、
南
中
一
四
・

七
人
、
北
中
一
一
人
、
宇
中
一

〇
・
二
人
、
対
中
一
四
・
〇
五

人
、
門
中
一
一
・
九
人
と
な
り
、

南
中
の
教
員
数
は
、
他
校
と
比

較
し
て
少
な
い
こ
と
か
ら
、
マ

ン
パ
ワ
ー
の
点
で
十
分
な
体
制

で
あ
る
の
か
。
ま
た
、
生
徒
の

側
か
ら
は
、
受
け
ら
れ
る
教
育

の
質
に
学
校
間
で
格
差
が
生
じ

て
い
る
と
も
言
え
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、
教
員
配
置
数
の
決

定
方
法
及
び
各
中
学
校
の
加
配

の
状
況
等
、
現
在
の
配
置
状
況

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

教
員
は
、
一
学
級
四
〇
人
を
基

準
に
配
置
さ
れ
、
ま
た
、
本
年

度
の
加
配
は
、
計
一
六
人
で
あ

る教
育
長

　
一
学
級
の
生
徒
数
は
、
法
律

で
四
〇
人
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

南
中
に
つ
い
て
は
、
三
二
人
の

基
本
配
置
教
員
の
ほ
か
、
静
岡

式
三
五
人
学
級
に
よ
る
加
配
五

人
、
生
徒
指
導
の
加
配
一
人
、

初
任
者
研
修
に
係
る
加
配
一
人

の
計
七
人
を
合
わ
せ
、
三
九
人

の
教
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
他
中
学
の
加
配
状
況
は
、
北

中
、
対
中
に
各
一
人
、
宇
中
三

人
、
門
中
四
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
一
人
一
人
の
子
供
に

き
め
細
や
か
な
指
導
が
で
き
る

よ
う
、
学
級
の
少
人
数
化
に
つ

い
て
、
要
請
し
て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
緊
急
経
済
雇
用
対
策
事
業

・
平
成
二
一
年
度
繰
越
明
許

分
に
係
る
事
業
件
数
、
受

注
し
た
事
業
者
の
内
訳
等

・
簡
易
な
修
繕
工
事
参
加
へ

の
登
録
手
続
き
の
あ
り
方

・
事
業
の
選
択
決
定
の
方
法

・
観
光
地
伊
東
に
ふ
さ
わ
し

い
対
策
事
業
と
す
べ
し

■
南
中
生
徒
の
問
題
行
動

・
主
た
る
問
題
行
動
に
係
る

対
応
と
そ
の
後
の
経
過

・
夏
休
み
中
の
様
子

・
警
察
等
と
の
連
携
、
教
育

指
導
員
制
度
の
あ
り
方
、

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
の
活
用



中
国
で
は
二
一
億
枚
も
の
銀

聯
カ
ー
ド
が
使
用
さ
れ
、
二
二

年
三
月
ま
で
の
一
年
間
に
日
本

で
使
用
さ
れ
た
銀
聯
カ
ー
ド
の

決
済
額
は
前
年
度
の
約
二
倍
、

二
四
〇
億
円
に
達
し
、
今
後
の

利
用
度
は
格
段
に
増
し
て
く
る
。

　
中
国
で
は
、
海
外
へ
持
ち
出

せ
る
外
貨
が
五
〇
〇
〇
米
ド
ル

ま
で
で
あ
る
が
、
銀
聯
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
れ
ば
、
自
分
の
預

金
の
範
囲
で
買
い
物
が
で
き
る
。

　
日
本
国
内
の
銀
聯
カ
ー
ド
加

盟
店
は
約
一
万
八
〇
〇
〇
カ
所

で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
中

国
経
済
を
吸
引
す
る
事
業
所
の

先
行
投
資
は
既
に
始
ま
っ
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
中
国
人

旅
行
客
に
と
っ
て
利
便
性
の
高

い
商
業
環
境
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
、
行
政
と
し
て
、
銀
聯

カ
ー
ド
決
済
が
で
き
る
端
末
等

の
設
置
に
係
る
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
こ
と
が
可
能
か
伺
う
。

利
用
環
境
の
構
築
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
し
て
い
る

市
長
　

　
銀
聯
カ
ー
ド
は
買
い
物
を
す

る
際
の
決
済
用
カ
ー
ド
で
、
中

国
で
最
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、

中
国
か
ら
の
来
遊
客
が
日
本
で

買
い
物
を
す
る
際
の
支
払
い
方

法
と
し
て
も
多
く
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

南
中
の
教
員
数
に
係
る
見
解

と
各
中
学
校
の
教
員
配
置
数

の
決
定
方
法
及
び
教
員
の
加

配
の
状
況
等
に
つ
い
て
伺
う

中
国
人
誘
客
に
お
け
る
商
業

環
境
づ
く
り
と
し
て
、
市
内

で
の
銀
聯
カ
ー
ド
の
利
用
を

促
す
考
え
は
あ
る
か
伺
う

ぎ
ん

れ
ん

市 議 会 だ よ り
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３議員が登壇／市政全般について質問
（登壇順に掲載）



みんなで守ろう

政治家が選挙区内にある者に対して寄附をすること。

有権者が、威迫して、あるいは政治家を陥れる目的で

寄附を求めること。

後援団体が、選挙区内にある者に対して花輪、香典、

祝儀などを出すこと。

政治家が選挙区内にある者に対し、答礼のための自筆

によるものを除き、年賀状等、時候のあいさつ状を出

すこと。

政治家や後援団体が、選挙区内にある者に対する有料

のあいさつ広告を出すこと。

　議員や有権者が、次の行為を行うことは法令で禁止され、

処罰の対象となりますので、ご理解いただきますよう、お

願いいたします。

１

２

　

３

　

４

　

５

○政治家は有権者に　　　
　寄附を贈らない

○有権者は政治家に　　　
　寄附を求めない

○政治家から有権者への　
　寄附は受け取らない

三 な

運 動

い

2011年7月地デジ化完了

　
二
〇
一
一
年
七
月
二
四
日
か

ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
完
全

実
施
と
な
り
、
多
様
な
活
用
が

可
能
と
な
る
一
方
で
、
経
済
的

な
理
由
や
電
波
障
害
等
に
よ
り

テ
レ
ビ
が
視
聴
で
き
な
い
市
民

が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
中
継
局
の

設
置
や
衛
星
の
利
用
等
で
の
対

応
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

に
よ
り
、
市
内
全
域
で
の
視
聴

が
可
能
と
な
る
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
教
育
施
設
や
市
営
住

宅
等
、
公
共
施
設
に
対
す
る
対

応
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

中
継
所
の
設
置
、
衛
星
利
用
等

で
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る

市
長

　
本
市
で
は
、
﹁
伊
東
市
地
デ

ジ
相
談
セ
ン
タ
ー
﹂
を
設
置
し
、

電
波
測
定
等
、
難
視
聴
地
区
の

特
定
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
、

小
室
山
と
宇
佐
美
へ
の
中
継
局

の
設
置
に
よ
り
約
六
〇
〇
〇
世

帯
の
解
消
を
図
る
計
画
で
あ
り
、

赤
沢
地
域
に
対
し
て
は
、
衛
星

で
の
対
応
、
そ
の
他
地
区
に
対

し
て
は
、
高
性
能
ア
ン
テ
ナ
設

置
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
移

行
を
検
討
し
て
い
る
。

　
公
共
施
設
へ
の
対
応
と
し
て
、

学
校
施
設
に
は
、
電
波
環
境
の

確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
テ
レ

ビ
の
必
要
性
や
利
用
方
法
等
に

関
す
る
検
討
も
行
う
中
で
対
応

を
図
り
た
い
。
共
同
ア
ン
テ
ナ

施
設
を
有
す
る
市
営
角
折
住
宅

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
施
設
改

修
を
実
施
中
で
あ
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
大
室
山
の
観
光
へ
の
利

活
用
に
つ
い
て

・
大
室
山
周
辺
観
光
施
設
を

一
体
化
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク

構
想
と
連
携
し
た
観
光
戦

略
に
つ
い
て

・
指
定
を
記
念
し
た
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

・
一
碧
湖
の
来
遊
客
用
バ
ス

駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て

・
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
教
育

分
野
と
の
連
携
に
つ
い
て

・
ジ
オ
パ
ー
ク
案
内
人
の
養

成
、
強
化
に
つ
い
て

︵
代
表
質
問
︶

　
市
長
施
政
方
針
、
新
年
度
予

算
説
明
︵
三
月
︶
、
決
算
概
要

説
明
︵
九
月
︶
及
び
市
長
の
政

治
姿
勢
を
含
め
た
内
容
に
関
し

て
、
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を

行
う
も
の
で
、
質
問
時
間
は
九

〇
分
以
内
で
す
。

︵
一
般
質
問
︶

　
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
質
問

を
行
う
も
の
で
、
質
問
時
間
は

六
〇
分
以
内
で
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
完
全
実

施
に
伴
う
難
視
聴
地
域
へ
の

対
応
に
つ
い
て

日本共産党

重岡秀子議員

市内商店街と銀聯カード

　
現
在
、
商
工
会
議
所
に
お
い

て
、
市
内
商
店
等
で
利
用
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
調
査
・
研
究

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
二
市
三
町
に
よ
る
伊
豆
観
光

圏
整
備
事
業
の
現
状
に
つ
い

て
伺
う

■
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

の
推
進
へ
向
け
た
本
市
の
役

割
に
つ
い
て
伺
う

■
国
内
観
光
に
お
け
る
マ
ー
ケ

ッ
ト
拡
大
を
目
指
し
、
大
島

空
港
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
、

大
島
町
と
の
連
携
を
進
め
る

考
え
が
あ
る
か
伺
う

■
観
光
と
環
境
を
融
合
し
た
、

仮
称
﹁
ほ
た
る
が
舞
う
松
川

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
事
業
化

し
て
は
い
か
が
か
伺
う

市 議 会 だ よ り
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救急車の適正利用を！！

観光会館 平成22年度おたっしゃまつり

問

　敬老の日記念行事の実施方法

について、今後グレードアップ

する考えはないか。

答

　ＰＤＣＡマネジメントサイク

ルを活用し、よりよい形での方

策を考えており、具体例を示し

ながら、地域の皆様方が手数を

かけないで実施できるよう工夫

していく。

問

　富戸保育園の民営化に際し、

土地及び建物の移管方法につい

て伺う。

答

　土地、建物とも10年間無償

貸与する方針である。

問

　書道教育推進事業について、

授業時数が過密な中、どのよう

な位置づけとしていくか。

答

　生活科の一部や予備時数を活

用しており、評価については、

市内先進校を参考にしながら対

応している。

問

　観光会館のエアコンの不具合

について、ホールのほか会議室

へも対応しているか。

答

　今回の補正では、観光会館ホ

ールのみに対応し、会議室につ

いては調査の上、対応する。

問

　下水のマンホール及びその周

辺の破損等への対応について伺

う。

答

　早急な対応に努めるとともに、

道路と関係がある場合は、建設

部と調整を図り、適切に維持を

していく。

問

　全国的な問題となっている鳥

獣被害への対応策について伺う。

答

　各種補助金充実のほか、農協

と共同して減員傾向にある猟友

会の会員増に努めている。

問

　救急車の適正利用について

答

　救急車により搬送された患者

について、医師が軽症と判断し

ているケースは多いが、一概に、

救急車の要請が不適当であると

は判断できない場合もある。

　しかしながら、現実的に、緊

急性の低い方が使用する例もあ

ることから、広報いとうや地元

新聞等により、引き続き、救急

車の適正利用について啓蒙して

いく。

問

　投票所のバリアフリー化につ

いて

答

　24カ所の投票所のうち、6カ

所が対応できておらず、区長を

通じ、適切な代替施設を検討し

ている。

　なお、体の不自由な方やお年

寄りの方には、市役所や各コミ

セン等での期日前投票を勧めて

いる。

総務委員会 観光建設委員会 福祉文教委員会

◆詳細は、市議会会議録の委員会審査報告をごらんください。

◆市議会会議録は、市役所、図書館、各コミュニティセンターにあるほか、
　ホームページでもごらんになれます。

〜常任委員会審査の中から〜
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市 議 会 だ よ り

11



議
会
改
革
特
別
委
員
会

「いとう市議会だより」は再生紙を使用していますE-mail：gikai@city.ito.shizuoka.jp

　

議
会
報
編
集
委
員
会

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　
ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

伊
東
市
大
原
二
丁
目
一
番
一
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
︵
三
二
︶
一
九
八
一

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
三
八
︶
六
九
一
六

編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記

　　　
歴
史
的
な
猛
暑
と
な
っ
た
夏

が
過
ぎ
、
豊
穣
・
豊
漁
を
祝
う

地
域
の
秋
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
と
と
も
に
、
秋
が
深
ま
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
号
で
は
久
方
ぶ
り

に
﹁
こ
と
ば
の
解
説
﹂
を
掲
載

し
ま
し
た
。

　
議
会
や
役
所
の
言
葉
は
、
専

門
用
語
が
多
く
、
な
じ
み
に
く

い
も
の
で
す
が
、
ぜ
ひ
、
ご
一

読
い
た
だ
き
、
議
会
を
知
る
一

助
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
︵
委
員
長
︶

　
市
政
に
対
す
る
真
剣
な
議
論

や
、
あ
な
た
が
貴
重
な
一
票
を

投
じ
た
議
員
の
発
言
な
ど
に
直

接
触
れ
ら
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。



簡
単
な
手
続
で
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
議
会
事
務
局
ま
で
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
平
成
二
二
年
九
月
定
例
会
の

傍
聴
者
は
二
〇
人
で
し
た
。

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
実
施

計
画
案
作
成
の
た
め
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組
織

　
八
月
四
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
に
つ
い
て
、
前
回
に
引
き
続

き
、
協
議
を
行
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
に
関
し
、
行
財
政
改
革

大
綱
で
は
、
来
年
度
か
ら
の
実

施
計
画
で
あ
る
こ
と
、
地
デ
ジ

化
移
行
の
際
、
ラ
イ
ブ
中
継
が

継
続
さ
れ
る
保
障
が
な
く
、
対

応
策
を
準
備
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
こ
と
、
国
政
等
の
情
報
に

関
し
て
も
、
無
料
サ
イ
ト
を
活

用
し
て
実
施
し
て
い
る
状
況
が

あ
る
こ
と
、
開
か
れ
た
議
会
と

し
て
市
民
が
議
会
の
情
報
を
得

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
積
極
的
に
推
進
す
べ
し
と

す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

　
一
方
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と

の
調
整
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

本
会
議
だ
け
で
な
く
委
員
会
等

の
中
継
に
係
る
検
討
、
経
費
や

事
務
に
係
る
検
討
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
情
報
の
保
護
に
つ
い

て
当
局
と
の
調
整
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
他
市
の
状
況
を
見
る

と
、
ア
ク
セ
ス
件
数
も
少
な
く
、

そ
の
た
め
の
広
報
に
労
力
を
使

う
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
こ
と

な
ど
、
実
施
に
は
さ
ら
な
る
検

討
を
要
す
る
旨
の
意
見
が
あ
っ

た
。

　
ま
た
、
議
長
か
ら
は
、
本
特

別
委
員
会
に
お
い
て
そ
の
方
向

性
が
示
さ
れ
、
議
会
と
し
て
決

定
さ
れ
れ
ば
、
議
長
と
し
て
市

長
に
申
し
入
れ
る
と
と
も
に
、

計
画
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

ろ
う
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、

今
後
、
正
副
委
員
長
、
事
務
局
、

若
干
名
の
特
別
委
員
に
よ
る
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し

て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
具
体

的
な
実
施
計
画
案
を
ま
と
め
、

改
め
て
本
特
別
委
員
会
に
諮
っ

て
協
議
を
し
て
い
く
こ
と
を
委

員
長
に
お
い
て
提
案
し
、
了
承

さ
れ
た
。

議会報編集委員会

常任観光建設委員会協議会

伊豆温泉所在５都市議会議長会研修会

常任福祉文教委員会協議会

議会改革特別委員会

議会運営委員会

静岡県市町議会議員研修会

議会運営委員会

7月7日

7月21日

7月28日

8月3日

8月4日

8月10日

8月18日

8月30日

閉会中の議会活動 ※平成22年６月定例会閉会後
９月定例会開会まで 

平
成
22
年

委

員

長

副
委
員
長

委

員

〃〃〃

特
別
委
員
会
中
間
報
告

特
別
委
員
会
中
間
報
告

特
別
委
員
会
中
間
報
告

議
会
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

12月定例会の予定

29日

3・6・7日

8日

9日

10日

15日

本会議（議案審議）

本会議（一般質問）

本会議（議案審議）

常任総務委員会

本会議（最終日）

※11月下旬の議会運営委員会において正式に

決定します。

（いずれも午前10時から始まります。）

常任観光建設委員会
常任福祉文教委員会月

12

月
11

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　

み
ま
せ
ん
か
？

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　

み
ま
せ
ん
か
？

重

岡

秀

子

稲

葉

　

　

四

宮

和

彦

西

島

　

彰

榎

本

元

彦

楠

田

一

男

富
士
憲

市 議 会 だ よ り
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